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議会報告会での意見・要望等 ≪学生との意見交換分≫ 

【 分類１ 】 
 

 市内高校、有明工業高等専門学校、帝京大学とは、以下のテーマにて意見交換を実施

し、項目ごとに意見・要望等を整理しているもの。 

 

～ 意見交換テーマ ～ 

 

○あなたが議員になって取り組みたいこと 

 

 

 

 

 

○まちづくりに関すること 
（地域活性化について） 

発言内容 学校 

地元の商店街や企業を応援し、元気な大牟田をつくられたい。 有明高専 

大牟田市の人口減少や流出人口の歯止めについては、今までとは違っ

た新しい価値やものが必要と考える。駅前やアーケードなどを再開発す

ることで地域住民の理解や協力も得て地域が活性化していく効果が期

待されることから、再開発の際は、学生のようなネットネイティブ世代

を地域コミュニティーに吸収し、地域住民と交流する機会を図られた

い。 

高校① 

地域の活性化・地域との交流については、学生が参加できる地域のイ

ベントを増やしていくことによって、地域の人たちと交流でき、地域の

活性化につながると考える。また、学校として地域の人たちに知ってい

ただくことによって、学校の生徒数を増やすことが期待できるので、地

域と学生の交流会を実施されたい。 

 

高校① 

学校の表記について 

高校①：ありあけ新世、大牟田、大牟田北、誠修  

高校②：三池、三池工業、明光 
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現在実施されている空き家対策では、空き家の増加を止めることはで

きていないことから、他都市の取組を参考にしながら予防に努めてほし

い。若者からの需要も見込めるシェアハウスなどの活用も試してみては

どうかと思う。 

高校② 

（道路環境について） 
 

発言内容 学校 

インフラ整備については、道路の幅が狭く自転車の通行など危険であ

ることから、道幅を広くし、街灯を設置するなどして、安心して通行で

きる道路となるよう整備されたい。 

有明高専 

道路の管理が行き届いておらず、道路横の雑草で車などが傷つくおそ

れもあることから改善が必要。この問題を解決すれば明るく活気あるま

ちを実現できるのではないか。 

有明高専 

歩道の整備については、道路や歩道のガタガタや歩道の縁の段差など

による、自転車や高齢者の転倒が怖い。住みやすいまちにするために、

道や歩道をユニバーサルデザインの視点で整備することによって、歩き

やすさ、通行しやすさが見込まれ、そのことによって高齢者や子供の安

全が確保でき、やさしいまちをアピールすることできると思う。 

帝京大学 

道路整備については、歩道に繁茂する雑草が歩道の幅を狭くしたり、

歩行者や自転車の通行を車から見えづらくしているため、歩道の草刈り

をすることで事故を防ぐことができると思う。その際は、大学生にも草

刈りボランティアを呼びかけられたい。 

帝京大学 

道路整備については、自転車で通りにくい道もあることから、車道と

の区別や、信号機をつけるなど、自転車の通行をしやすく整備すること

で、さらに住みやすいまちに変わると思う。 

帝京大学 
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（中心市街地について） 

発言内容 学校 

建物の老朽化やシャッター街が目立っており、暗いと思われる原因と

なっていることから、夜市を開催し、空き店舗を貸し出すなど、にぎわ

いを出してはどうか。 

有明高専 

新栄町の雰囲気を盛り上げ、明るくするために、使われていない建物

をリフォームするなどして再利用したらよいと考える。具体的には若者

が集まる場所としてカフェや勉強できる場所、遊びができる公園などが

あると良いと思う。 

高校② 

新栄町などの商店街の復興については、町並みは良いので、空き家を

リノベーションなどで活用して活気が出ると、大牟田の魅力が増えてい

くと思う。 

帝京大学 

 
（その他について） 

 

発言内容 学校 

駅前の開発などは、パース・イメージ図で見えるようにされたい。 有明高専 

バス停のデジタル化のように、近未来感を出されたい。 有明高専 

学生生活を充実させることについては、市内に若者の遊び場が少ない

ことから、ラウンドワンなどの若者が集える遊び場がほしい。 
帝京大学 
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（交流施設について） 

発言内容 学校 

高齢者と子供の交流施設については、猛暑による外遊びの不安や、高

齢者の孤立・認知症リスクの増加が見られるので、子供と高齢者が同時

に集まれる施設や場所の設置をすることによって、保護者の安心、子供

の遊び場の確保、高齢者の認知機能維持や孤独感の軽減のような効果が

期待されることから、新たな世代間交流施設の整備を推進されたい。 

高校② 

 
（公共交通について） 

 

発言内容 学校 

バスの運行については、ルートや便数が少なく、バスでの移動が不便

だと感じることから、これらの改善を図られたい。 
帝京大学 

 
（環境美化について） 

 

発言内容 学校 

地域の環境については、ペットボトルやたばこの吸い殻などのポイ捨

てがあることから、地域のごみ拾いを実施されたい。そのことにより、

身近に環境問題の意識が高まり、地域住民との交流も生まれ、きれいに

なると思う。 

高校① 

老朽化した道路や建物が大変多く、ごみのポイ捨て等も散見されるの

で、大牟田は住みやすいかも知れないが、若者にとっては住みたいまち

ではない。若者が住みたいと感じられる綺麗なまちにするために、道路

や建物等の再整備を促進しつつ、ごみのポイ捨てを防止するためのごみ

箱の設置や、条例等を周知することで市民意識の醸成を図り、住みたい

まちにしてほしい。 

高校② 
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繁華街でのポイすて禁止やごみ拾い活動については、大正町を通った

時にごみの散乱がひどく、すごく汚く大牟田の印象が悪いので、ごみ拾

いを市民と学生や子供たちも一緒にやることによって、コミュニケーシ

ョンが生まれ、地域を知るきっかけになることから、美観とまちのイメ

ージアップができると思う。 

帝京大学 

 

 
（環境整備について） 

発言内容 学校 

空き家・空き地・空きビルや大牟田駅周辺については、カフェを設け

たり、大牟田駅を降りて放課後も集えるような場所を提供されたい。 
有明高専 

大牟田駅周辺の開発など、福岡市との繋がりを図られたい。また、コ

ンパクトなまちをつくることで、歩きやすいまちづくりを実現された

い。 

有明高専 

諏訪公園よりも、有明高専の寮近くの広場の整備、徒歩圏内の空き家

を活用したような整備をされたい。 
有明高専 

市街地以外の場所については、高齢者のためにも、空き家をスーパー

など買い物ができる場所にされたい。 
有明高専 

少子・高齢化対策については、インフラ整備やバリアフリー化（バス・

電車）をすることによって、安心して暮らせるまちづくりに取り組まれ

たい。 

高校① 

 
（街路灯について） 

発言内容 学校 

安心できる地域については、通学路として通っている道に街灯がほと

んどなく、不安になることがあるので、防犯カメラや街路灯を設置する

ことにより、犯罪に巻き込まれるリスクも減り、安心感にもつながる。

また、車から見えやすくなることにより、交通事故の防止にもなること

高校① 
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から、防犯カメラや街路灯を設置されたい。 

夜でも明るいまちづくりについては、学校からの帰りが暗いことか

ら、明かりがついたジャー坊のキーホルダーなどを作成して配布すると

ともに、街灯を増やすことで、過ごしやすいまちづくりに取り組まれた

い。 

高校① 

道路整備については、イオンから自宅までのバイトの帰り道に街灯が

少なく、夜道が暗いため、街灯を増やすことで事件等の可能性を減らす

ことができると思う。 

帝京大学 

 
（イベントについて） 

 

発言内容 学校 

イベントの充実については、若者が活躍できる場所や広場の整備を図

られたい。 
有明高専 

おおむたアリーナを活用したイベントをすると足を運びやすい。 有明高専 

大牟田の夕焼けが見える中での野外映画祭、文化交流を実施された

い。 
有明高専 

建築コースの生徒が空き家を改修するイベントに参加をした。空き家

を生かした学生たちと、ゼロから何かを共に創る活動を取り入れられた

い。 

有明高専 

若者が活躍する場については、ありタムフェスタのように、自分たち

で企画から販売をするような機会を増やされたい。 
有明高専 

石炭のイメージが、洞窟、汚れる、暗いなどのイメージなので、そこ

を改善するため、炭鉱の施設を活かしたフェスや石炭バーベキューなど

を実施してはどうか。若い世代は石炭の全盛期を知らないので、炭坑と

聞いても興味が持てないが、イベントに参加することによって炭坑のよ

さを知る事が出来る効果がある。 

有明高専 
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ロボット研究部では大会にも出場しているが、10 月から 12 月にかけ

ての時期は何も活動がないので、企画などいただけたら喜んで参加させ

てほしい。 

有明高専 

地域スポーツの振興については、様々なスポーツを体験できるイベン

トや、場所の提供をすることによって、子供たちのスポーツへの興味喚

起と、地域住民の運動機会の創出のような効果が期待されることから、

多様なスポーツ体験イベントの開催を検討されたい。 

高校② 

健康お散歩ＭＡＰの作成については、大牟田は高齢者率が非常に高い

ので、散歩などの軽度な有酸素運動を行いながら、高齢者同士が交流す

ることによって、回想法により脳の活性化も促されることが見込まれた

り、若者とともに歩くことによって健康につながり、高齢者の健康寿命

を延ばすことになると思う。 

帝京大学 

イベントを増やすことについては、本市には帝京大学やイオンモール

等の大型施設があるので、有効活用することによって、高齢者も出かけ

るきっかけになり、また、幅広い世代が交流でき、地域の一体化が期待

されることから、まちなかへのにぎわいをつくることができると思う。 

帝京大学 

〇その他に関すること 
（その他） 

発言内容 学校 

自分の持っている疑問に対して意見を聞いてみたいので、市と学生と

の交流の機会の場を設けられたい。 
有明高専 

若者の依存性の懸念などから、ＳＮＳの規制（条例）を取り入れられ

たい。 
有明高専 
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〇情報発信に関すること 
（情報発信について） 

発言内容 学校 

大牟田駅などの開発は進められていると聞いているが、市民の目、学

生の目に見えていないので、広報力を強化されたい。 
有明高専 

大牟田市の歴史も取り入れたキャラクターであるジャー坊の知名度

アップとグッズ販売をすれば、大牟田市のＰＲにもなるし、財政確保に

つながる。また、プロジェクションマッピングやテレビ出演を取り入れ

るなど、ゆるキャラの展開を強化されたい。 

高校① 

市外からの来客を増やすためには、歴史ある市役所を残し、プロジェ

クションマッピングの活用に取り組まれたい。 
高校① 

過去には、中心地が栄え人で溢れていたが、現在はシャッター街にな

っており、イオンやゆめタウン以外では若者が遊びに行くところがな

い。空き店舗をカフェなどの若者向けに再利用することで、ネガティブ

な印象を変えることができ、ＳＮＳ等を活用し、市内外へ情報発信し、

市の魅力を伝えることで来訪者の増加を目指せると思う。 

高校② 

アニメ制作を活用した観光振興については、佐賀県の事例のように、

若者への訴求力や国内外からの集客効果が見込めるものの、アニメの放

映期間が決まっているため、一過性のブームに終わる可能性が高いの

で、アニメ制作を基点とした長期的な観光戦略を構築することによっ

て、若者層の集客と、新たな地域ブランドの確立のような効果が期待さ

れることから、持続的な観光客誘致を目指したコンテンツ活用戦略を検

討されたい。 

高校② 
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（就労支援について） 

発言内容 学校 

若者の定住については、大牟田に就職する若者が増えるように、大牟

田の企業をＷＥＢでわかりやすく紹介することに取り組まれたい。 
帝京大学 

〇産業に関すること 
（公共交通について） 

 

発言内容 学校 

交通の利便性については、朝、有明高専行のバスが混雑する事や、遊

びに行く際に不便であるため、バスの増便を図られたい。 
有明高専 

公共交通機関の充実については、バスの本数やタクシーが少ないこと

から、数を増やしてほしい。また、八女市の循環バスは、300 円で乗り

放題などの実証実験を行っており、こういった取り組みをしてほしい。 

有明高専 

18歳以下の公共交通機関無償化については、大牟田市は公共交通機関

が普及し、高校の数が特に多いので、18歳以下の公共交通機関の運賃を

無償化することによって、若者の定住促進や通学費の負担軽減、住みや

すいまちづくりのような効果が期待されることから、公共交通機関の無

償化施策を実施されたい。 

高校② 

地域のバス運行改善については、高齢者の利用（需要）が多い一方で、

バスの本数が少ないため、高齢者向けのデマンド交通や乗り合いバスの

ようなサービスを導入することによって、高齢者の移動の利便性向上

や、社会参加の促進のような効果が期待されることから、高齢者の生活

を支えるための新たな交通サービスの検討を図られたい。 

高校② 
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（世界遺産について） 

発言内容 学校 

大牟田市に人を集めるためには、炭鉱の線路に列車を走らせること

で、大牟田市に来る人が増え、子供も多く集まることから、炭鉱線路の

活用に取り組まれたい。 

高校① 

観光用トロッコの敷設については、大牟田の石炭産業遺産や、世界遺

産を生かす上で魅力的なアイデアであるものの、初期費用や維持費が非

常に高額となるので、まずは比較的ハードルの低い施策を推進し、将来

的にはトロッコ復活に向けた長期的な検討をすることによって、大牟田

の歴史遺産の活用と、新たな観光資源の創出のような効果が期待される

ことから、将来的な観光トロッコ実現に向けた財政面などの課題検討を

されたい。 

高校② 

 
（施設整備について） 

 

発言内容 学校 

使われなくなった商店や空き家を活用して、地域の再生を目指してほ

しいと思う。具体的な活用策としては、イベントの開催場所、災害時の

避難場所、勉強・休息の場、その他貸出場所としての活用などが考えら

れると思う。 

高校② 

交通インフラ周辺での複合型施設建設については、大牟田市が新幹

線・ＪＲ・高速フェリーなどの交通インフラに優位性を持っていること

から、交通インフラ周辺に、ビジネス機能に特化した複合型施設を建設

することによって、安定的な経済効果や、若者向けの高度な雇用の創出、

ビジネスブランド力の向上のような効果が期待されることから、ビジネ

ス機能に特化した複合型施設の建設を推進されたい。 

高校② 

  



 

11 

 

 
（企業誘致について） 

 

発言内容 学校 

産業の活性化については、空き家資源をオフィスに活用されたい。 有明高専 

サテライトオフィス誘致については、高額な費用がかかる観光事業な

どと比べてハードルが低く、十分な関係・移住人口の増加が見込めると

ともに、地域の雇用増加や人口流出の抑制のような効果が期待されるこ

とから、新大牟田駅周辺の再開発事業の一環としても推進されたい。 

高校② 

大牟田市の山間部への企業誘致については、沿岸部に企業が集中し、

山側は空き家が多く、交通機関も不便であるので、大きな企業を山沿い

などの市の端に誘致することによって、地域への人口増加や空き家問題

の減少、経済効果などの相乗効果が期待されることから、企業誘致と労

働者向け福利厚生施設の整備を検討されたい。 

高校② 

 
（イベントについて） 

 

発言内容 学校 

ディズニー・オン・アイスや、話題になるアーティスト等の誘致に取

り組まれたい。 
有明高専 

〇子育てに関すること 
（子育て支援について） 

発言内容 学校 

子供の意見・悩みについては、相談窓口の連絡先などがあっても、な

かなか相談しづらいため、安心して悩みを相談できる環境を整えてほし

い。安心して子供がいれる場であれば、相談もしやすい。そういう場所

が増えれば子供たちが安心して生活できるようになり、笑顔も増えると

思う。 

高校① 
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安心して子育てができるまちについては、①まず親同士が交流・相談

できる場所が増え、利用しやすくなるため、えるるの「つどいの広場」

を分散・拡充されたい。②子供と高校生の交流の機会を増やされたい。

子供たちにとっては、同世代以外の人との交流で刺激になるし、高校生

にとっても、社会性やコミュニケーション力を高めることができ、やり

がいも得られ、将来の職業意識も高まると思う。 

高校① 

少子・高齢化対策と子育て支援については、人口減少に歯止めをかけ

るため、母子家庭の負担軽減、授業料無償化での市全体の活性化が期待

できることから、改善を図られたい。 

高校① 

〇教育に関すること 
（教育について） 

 

発言内容 学校 

学校給食については、健康で有意義な生活を送ることができ、子供た

ちが豊かに育ち、有力な人材を育てることができることから、給食費の

無償化を実施されたい。 

高校① 

生徒や教職員のメンタルサポートについては、不登校が増えているこ

とから、心の問題の重要性や先生方の休養のためにも、メンタルサポー

トの強化に取り組まれたい。 

高校① 

教育問題については、家庭や経済の状況に関わらず、誰もが安心して

学べる環境を整えることで、将来に希望が持つ人が増えるため、地域全

体が教育を支える意識を持つように取り組まれたい。 

高校① 

〇移住定住に関すること 
（就労支援について） 

発言内容 学校 

学生奨学金完全免除については、多くの学生が多額の奨学金を利用し

ているので、卒業後の返済のため大牟田への就職希望は少なく、賃金の

高い関東や関西に就職し、返済を早く終わらせたいという考えの学生が

多く見込まれることから、完全に免除とすることで、大牟田の魅力やイ

メージが高まるし、学生の地元定着にもつながると思う。 

帝京大学 
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就職先をどこに決めるかについては、病院実習に行くだけでなく、病

院から話をしに来てくれる授業もあることから、そのような授業で市内

の病院をもっと紹介してもらうことで、市内での就職も増えるのではな

いかと考える。 

帝京大学 

〇移住定住に関すること 
（移住定住について） 

 

発言内容 学校 

若者の出会いの場の創出については、若者が集まるイベントを行うこ

とで、友達が増え、住みやすいまちになり、また結婚にもつながると考

える。 

帝京大学 

 

 

 上記の意見・要望等につきましては、市当局に伝えるとともに、真摯に受け止めて善

処するよう依頼しています。 

 また、これらの意見・要望等につきましては、必要に応じて、議会の常任委員会や特

別委員会の場などで、議員から直接、市当局に考え方等を尋ねたり要望として伝えたり

することにしています。 


